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第１回三木市地域公共交通検討協議会 

                 日時：平成２９年７月２７日（木） 

                    午前１０時～正午 

                 場所：三木市中央公民館 ２階 

                    第１・第２研修室 

 

１ 開会 

（事務局） 

 それでは失礼をいたします。 

 皆様、改めましておはようございます。定刻となりましたので、ただい

まから「第１回三木市地域公共交通検討協議会」を開会いたします。 

 委員の皆様におかれましては、本日は何かと御多用の中、本協議会に御

参集を賜りまして、誠にありがとうございます。 

 私は、三木市まちづくり部交通政策課長の○○と申します。事務局とい

たしまして本日の司会を務めます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今日は会場確保の関係上、席が非常にちょっと窮屈でございますが、な

にとぞ本日は御容赦いただきたいと思います。併せまして、本日の協議会

につきましては遅くとも正午までには終わらせていただきたいと考えてお

りますので、委員の皆様におかれましては円滑な会議の進行に御協力を賜

りますよう、併せてお願いいたします。 

 

２ 市長挨拶 

（事務局） 

 それでは、本日は第１回目の協議会の開催ということもございます。初

めに、仲田三木市長から委員の皆様に御挨拶を申し上げます。 

（三木市長） 

 改めまして、皆さんおはようございます。今日は本当にお忙しい中、神

戸大学の学長顧問であります○○先生をはじめ、各関係機関の皆様がた、

本当に多くの皆様がた、御参加いただきましてありがとうございました。

そして、各三木市内、各地域からの各地区の代表ということでお集まりい

ただいております。今日は公共交通という身近なこの検討協議会の第１回

目であります。それぞれの１０地区、それぞれの地域事情もあろうかと思

いますが、ぜひいろんなそれぞれの地域の御意見を出していただければ幸

いに思うところでございます。 

資料３ 
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 三木市としましては、平成２５年８月に「第４次三木市公共交通計画」

を策定し、その後、平成２７年１０月に見直しを行ったところであります。

見直しの中でこれまでの路線バス、またコミュニティバス、また病院バス、

この垣根をなくして路線の整備を行うとともに、バスＩＣカード乗車券の

利用で市内間移動のバス運賃を原則として一律２００円とさせていただい

たところであります。今日はその見直し後の状況についても報告をさせて

いただきたいと思っております。このたびの協議会では三木市、そして神

戸市、そして小野市の神戸電鉄粟生線沿線３市が今年４月に策定をいたし

ました「神戸電鉄粟生線地域公共交通網形成計画」との連携を図ることは

もちろん、自宅や目的地周辺での乗り降りができるデマンド型交通の導入

についても検討したいと考えております。委員の皆様がたにはいろんな意

見をここで出していただいて、よりよい計画ができることを願ってやまな

いところであります。  

 私も先の選挙でやはり広域的公共交通の必要性というのを訴えてまいり

ました。交通、バスだけ、電車だけで考えるのではなく、バスと電車が共

存をする。それと併せて、これからのまちづくりに合わせまして、例えば

「モノ」を建てるなら駅前に建てる、そして駅まではバスが行くというよ

うな、そうしたまちづくりの観点からも公共交通網を考えていかなければ

ならないと思っております。また、加えて申し上げますと、例えば神戸電

鉄だけみましても、神戸電鉄側からみたら、例えば三木で客が減っても小

野や加西で増えればいいというような視点もありますので、ぜひいろんな

それぞれの地域ではもちろん、併せて広域的な観点からもいろんな委員の

皆様がたには御意見をいただければ幸いに思います。実り多い協議会にな

りますことを祈念しまして、ぜひよりよい計画ができますよう、大変皆様

がたにはお世話になりますがよろしくお願い申し上げまして、第１回目の

市長としての挨拶とさせていただきます。どうぞ、これからよろしくお願

いいたします。  

（事務局）  

 仲田市長、ありがとうございました。  

 

３ 委員紹介 

（事務局）  

 それでは、以下の進行につきましては着座で進行させていただきたいと

思います。  
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 次第に基づきまして進めてまいります。  

 次第の３番、委員紹介ということでございまして、お手元の資料めくっ

ていただきまして、資料１と書いてあります委員名簿を御覧いただきたい

と思います。本日が第１回目の協議会ということでございますので、事務

局のほうからお名前を読み上げさせていただきたいと思います。ひと言御

挨拶を頂戴できればというふうに思っております。  

 まず、国立大学法人神戸大学学長顧問の○○様でございます。  

（○○委員） 

 ○○です。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、三木地区の代表といたしまして、三木地区区長協議会副会

長の○○様はまだちょっとお見えになっておられません。 

 続きまして、三木南地区の代表といたしまして、三木南地区区長協議会

副会長、○○様の本日は代理出席といたしまして、○○様でございます。 

（○○委員 代理 ○○） 

 どうも失礼します。○○が来る予定でございましたんですけど、急な用

事がございまして代理出席の○○でございます。がんばっていきますので、

よろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、別所地区の代表といたしまして、別所地区区長協議会会長

の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○と申します。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、志染地区の代表といたしまして、らんらん俱楽部代表の○

○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○です。よろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、細川地区の代表といたしまして、細川地区区長協議会副会

長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○です。よろしくお願いします。 

（事務局） 
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 続きまして、口吉川地区の代表といたしまして、口吉川地区区長協議会

会長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 こんにちは。○○です。よろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、緑が丘地区の代表といたしまして、緑が丘地区区長協議会

会長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○でございます。緑が丘、今、地方再生に一生懸命がんばっておりま

す。よろしくお願い申し上げます。 

（事務局） 

 続きまして、自由が丘地区の代表といたしまして、自由が丘地区区長協

議会会長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○でございます。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、青山地区の代表といたしまして、青山地区区長協議会会長

の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○と申します。よろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、吉川地区の代表といたしまして、吉川地区区長協議会副会

長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 よろしくお願いします。○○です。 

（事務局） 

 続きまして、神戸電鉄株式会社経営企画部長兼鉄道事業本部長付部長の

○○様におかれましては、あいにく御欠席でございます。本日は代理のか

たの出席も難しいということでお聞きしております。 

 続きまして、神姫バス株式会社バス事業部計画課地域公共交通担当課長

の○○様でございます。 

（○○委員） 

 神姫バスの○○と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

（事務局） 
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 続きまして、神姫ゾーンバス株式会社代表取締役の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ゾーンバスの○○でございます。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、一般社団法人兵庫県タクシー協会東播支部支部長の○○様

でございます。 

（○○委員） 

 いつも大変お世話になっております。タクシー協会の東播支部の責任者

兼播州交通の○○と申します。よろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、三木商工会議所副会頭の○○様でございます。 

（○○委員） 

 ○○でございます。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、吉川町商工会事務局長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 おはようございます。吉川町の商工会の事務局長を仰せつかっておりま

す○○です。どうぞよろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部輸送部門主席運輸企

画専門官の○○様でございます。 

（○○委員） 

 神戸運輸監理部兵庫陸運部の輸送担当をしております○○でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、兵庫県三木警察署交通課長の○○様でございます。 

（○○委員） 

 交通課長の○○と申します。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課副課長兼地域交通

班長の○○様につきましては、本日御欠席でございます。 

 続きまして、兵庫県北播磨県民局加東土木事務所所長補佐企画調整御担

当の○○様でございます。 

（○○委員） 
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 いつもお世話になってます。○○です。どうぞよろしくお願いします。 

（事務局） 

 続きまして、北播磨総合医療センター企業団参与の○○でございます。 

（○○委員） 

 北播磨総合医療センター○○と申します。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 続きまして、三木市まちづくり部道路河川課課長○○の代理出席といた

しまして、同課特命課長の○○でございます。 

（○○委員 代理 ○○） 

 ○○のほうが所用でちょっと欠席させていただいております。代理で出

席させていただきます○○です。よろしくお願いします。 

（事務局） 

 最後に、三木市まちづくり部長の○○でございます。 

（○○委員） 

 皆様おはようございます。いつもお世話になっております。まちづくり

部長の○○でございます。本日はお忙しい中、御出席いただきましてどう

もありがとうございます。ぜひとも実り多い議事のほう、お願いしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 委員の皆様、ありがとうございました。 

 ここでこの協議会につきまして、簡単ですけれども説明をさせていただ

きたいと思います。 

 お手元資料の３というところ、当協議会の設置要綱というところを御覧

いただきたいと思います。 

 この要綱につきましては、現在、本市の公共交通網計画であります第４

次計画を策定協議するための組織について規定をするため、平成２３年の

６月に制定をいたしたものでございます。このたび、第５次計画の策定協

議に当たりまして、この要綱をベースとしつつも内容について大きく２点

見直しを行ったところでございます。 

 見直しの１つ目といたしましては、市内１０地域の交通に関するそれぞ

れの現状や御意見をお伺いするために、従来の公募委員という形から、市

内１０地域の市民の代表１０名のかたに増員をいたしております。 

 また、見直しの２点目といたしましては、市内全体の公共交通網の協議

を行うという観点から、このたびからタクシー事業者、すなわち一般社団
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法人兵庫県タクシー協会から推薦を受けたかたを委員として、新たに参画

をお願いいたしたところでございます。 

 なお、本協議会につきましては、透明かつ公正な会議の運営を図ること、

また、市政に対する市民の皆様の御理解を深めていただくことなどから公

開といたしておりますので、御了承をお願いいたします。 

 以上、簡単ではございますが、委員の皆様の御紹介と併せまして、本協

議会についての御説明といたします。 

 

４ 会長及び副会長の選出 

（事務局） 

 続きまして、次第の４番に入ります。 

 協議事項に入ります前に、本協議会の会長及び副会長を選出いたしたく

存じます。本協議会設置要綱第５条第１項の規定には、協議会に会長及び

副会長を置き、それぞれ委員の互選により定めるとございます。これにつ

きまして、どなたか御意見等ございませんでしょうか。 

 御意見等がございませんようですので、事務局のほうで御一任させてい

ただくということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

（事務局） 

 ありがとうございます。 

 それでは、事務局のほうで推薦をさせていただくということで、事務局

案を発表させていただきたいと思います。 

 事務局といたしましては、会長には国立大学法人神戸大学学長顧問の○

○様、また、副会長には本市まちづくり部の○○部長をそれぞれ推薦いた

したく存じますが、いかがでございましょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

（事務局） 

 ありがとうございます。 

 異議なしとのお声を賜りましたので、本協議会の会長に○○様、副会長

に○○部長をそれぞれ選出することといたします。会長、副会長におかれ

ましては、誠に恐れ入りますが、それぞれ会長席、副会長席へ席の移動を

お願いいたしたいと思います。 

（席の移動） 
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５ 会長挨拶 

（事務局） 

 ありがとうございました。 

 それでは、○○会長様からひと言御挨拶をお願いいたしたく存じます。 

（○○会長） 

 皆さんおはようございます。図らずも会長に推薦されました、神戸大学

の○○でございます。皆さんと一緒に地域交通計画を議論していきたいと

思いますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

 さきほど市長からもお話があったとおり、平成２５年に三木市としては

第４次計画を議論させていただき、それから５年を迎えようとしており、

次の第５次というか、次の段階として導入しながら必要な修正を加えた計

画の議論をさせていくのが本協議会の主なテーマかと思います。いずれに

つきましても、交通がいうまでもなく衣食住に続いて大切な機能を持って

いるもので、「ヒト」の移動、「モノ」の移動なしでは我々生活できない

わけですから、公共交通ということで市として介入できるのは少ないとい

えども、今日皆さんと議論して、住んでおられる市民の皆様がたの生活を

支え、また、活力を生み出す体系について議論が進めばいいかなと思って

おります。 

 また、市長から広域的なところの視野も入れて議論してほしいというお

話もありました。御案内のとおり粟生線全体としてその地域の公共交通網

の議論も進み、計画も発表されておりますので、当然のことながらそれと

連携しながら議論を進めていくことになるかと思います。今回は１０地区

の代表のかたに来ていただいております。さまざまな地区の中での移動、

地区間での移動、さらに三木市を、地域を越えた移動、それぞれの需要で

どなたも認知されておりますので、ぜひともいろいろな御意見を寄せてい

ただければありがたいかなと思ってます。今から説明して議論していきま

すので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

（事務局） 

 ○○会長、ありがとうございました。 

 それでは、仲田市長につきましては公務のためここで退席をさせていた

だきます。 

（三木市長） 

 では、どうぞよろしくお願いします。 

（市長退席） 
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６ 協議事項 

 (1) 新たな公共交通網計画（第５次三木市公共交通網計画）の策定につ

いて 

（事務局） 

 続きまして、次第の６、協議事項に移りたく存じます。 

 本協議会設置要綱第６条第１項の規定に、協議会は会長が招集し、その

議長となるとありますことから、以降の会議の進行につきましては○○会

長にお願いしたく存じます。よろしくお願いいたします。 

（○○会長） 

 では、議論に入っていきたいと思います。 

 さきほど言いましたとおり１２時を目途ということですが、だらだらと

会議をしても仕方ないので、活発な議論を進めながら有意義な会議にして

いただきたいと思いますので、その点は御協力のほどよろしくお願いした

いと思います。 

 それでは早速、協議事項に入っていきたいと思います。お手元に資料が

どんとありますが、新たな公共交通網の策定ということで資料４の説明を

お願いします。 

（事務局） 

 そうしましたら事務局のほうから説明させていただきますが、私、交通

政策課の○○と申します。どうぞよろしくお願いいたします。座って説明

させていただきます。 

 それでは、資料４の新たな公共交通網計画（第５次三木市公共交通網計

画）の策定について、御説明申し上げます。 

 まず、計画を策定する必要性としてこちら４点挙げております。こちら

のほうは、これから計画を策定を進める必要がある、進めるその理由を４

点こちらで挙げております。 

 １点目が、現計画の対象期間の満了としておりまして、現計画である

「第４次三木市公共交通網計画」の対象期間が今年度末の平成２９年度末

をもって満了することから、平成３０年度以降の公共交通網の構築につい

て定める新たな計画の策定が必要となっております。 

 ２点目として、「神戸電鉄粟生線地域公共交通網形成計画」との整合を

図ることとしております。こちらにつきましては、本年４月に本市三木市

と神戸市、小野市の粟生線沿線市３市が本計画を策定いたしました。この

計画の概要については、資料９の概要版のとおりとなっておるんですけれ
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ども、ここで少しこちら粟生線の形成計画の概要について触れさせていた

だきたいと思います。 

（事務局） 

 皆さんこんにちは。三木市まちづくり交通政策課の○○でございます。

鉄道のほうを担当しておりまして、「神戸電鉄粟生線地域公共交通網形成

計画（概要版）」のほうにつきまして、座って説明させていただきます。 

 それでは、お手元資料９、最後になるんですけれども、一番底の方に付

いてるかと思うんですけれども、形成計画の概要版、もしくは全体版を御

用意ください。説明につきましては、この概要版に沿って説明させていた

だきます。 

 まず、計画の目的なんですけれども、こちらにつきましては神戸電鉄粟

生線沿線地域では、「神戸電鉄粟生線地域公共交通総合連携計画」を策定

し、これまで行政、交通事業者、地域住民等の関係者に協力と連携におき

まして総合的かつ一体的に事業を実施してきました。 

 更なる神戸電鉄粟生線の維持・活性化に向けまして、国の法律でありま

す「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正に基づく、法に

基づいた計画としまして、地域の基幹交通であります神戸電鉄粟生線を維

持するとともに、神戸電鉄粟生線、路線バス、コミュニティバス等の地域

の公共交通ネットワークを構築しまして、公共交通を中心としたまちづく

りを推進するため、今回「神戸電鉄粟生線地域公共交通網形成計画」を策

定いたしました。 

 計画の対象区域としましては、さきほどから出てますように神戸市、三

木市及び小野市の粟生線沿線地域でございます。 

 ３、計画対象期間としましては、本年度平成２９年度からの５年間、平

成３３年度までとなっております。 

 ４、地域の交通の課題の整理としまして、地域の現状を１つ、２つ、３

つ、４つ、５つに分けまして現状を挙げております。その課題としまして、

１としまして、公共交通を中心としたまちづくりの推進。２、外出機会の

創出。３、公共交通の分担率の向上。４、鉄道とバスの接続・適正な役割

分担。５、神戸電鉄粟生線の維持を挙げております。 

 ページめくっていただきまして、２ページを御覧ください。 

 ２ページには、５番目としまして、計画の目標・理念及び基本方針を掲

げております。 

 基本的な考え方、３つほどございます。 
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 目標・理念としまして、地域の公共交通を維持し、いつでも安心して快

適に移動できる公共交通網を次世代に継承するという理念のもと基本方針

を定めました。 

 基本方針の１つとしましては、鉄道を軸とした地域公共交通網の維持・

形成を図ります。２つ目としまして、まちづくりと連携した地域公共交通

網の形成を図ります。３としまして、地域公共交通の活性化及び利用促進

を図ります。 

 ２ページに真ん中から下のほうには、粟生線沿線地域が目指す将来の姿

をイメージ図として示しております。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 ６として、主な事業、主な施策及び事業でございます。さきほどの基本

方針、３つの基本方針をその中で事業として記しております。 

 基本方針１としましては４つほどございますが、鉄道を軸とした地域公

共交通網の維持・形成の方針を定めております。 

 基本方針２に従う事業としましては、まちづくりと連携した地域公共交

通網の形成に関しまして４つほど施策及び事業を示しております。 

 基本方針３につきましては、地域公共交通網の活性化及び利用促進とし

まして４つほど施策及び事業を示しております。 

 最後のページは、これは４ページのほうを御覧ください。 

 ７としまして、数値目標を設定しております。さきほどの基本方針１に

つきましては２つ示しております。 

 １つ目としましては、新型車両への更新による安全で安定した輸送サー

ビスの確保としまして、目標としまして新型車両を５編成整備するという

目標を掲げております。 

 ２、鉄道とアクセスバスの平均待ち時間でございます。基準値が１０分

に対しまして、目標待ち時間を８分に短縮するという目標を掲げておりま

す。 

 基本方針の２につきましての資料でございますが、こちらにつきまして

は沿線地域の従業人口を基準としまして４．８万人から目標５．０万人と

しております。 

 同じく２つ目、三木市、小野市の観光入込客数でございますが、こちら

基準値７３３万人に対しまして、９７０万人を目標としております。 

 最後に、基本方針３の指標でございます。 

 １つ、２つございます。１つ目としまして、実利用者数及び沿線地域１
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人当たりの年間鉄道利用回数を基準の８４２万人、４５回から目標８５０

万人、４７回に設定しております。 

 ２としまして、モビリティ・マネジメントの参加者数でございます。こ

ちらにつきましては、１９３人と基準値が低かったんですけれども、目標

としましては３，０００人としております。 

 最後８番、推進体制と役割分担でございます。本計画を確実に推進して

いくためには、行政、交通事業者、地域住民等がそれぞれの役割を分担し

ながら、その役割を果たしていくことが重要であると考えております。ま

た、Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実施）、Ｃｈｅｃｋ（検証・評価）、 

Ａｃｔｉｏｎ（改善）のＰＤＣＡサイクルに従いまして、事業が適切に実

施されているかを検証しながら、事業の計画、検討、見直しを行いながら

各事業を推進してまいります。 

 以上で簡単ですけれども、概要版の説明とさせていただきます。詳しい

内容につきましては、全体版のほうはちょっと分厚くなってるんですけど

も、そちらに記させていただいておりますので、また御覧ください。 

 以上でございます。 

（事務局） 

 それでは資料４のほうに戻りまして、計画の策定の必要性について続け

て説明させていただきたいと思います。 

 こちら（３）のほうが、現計画の策定後におけるさまざまな状況の変化

となっております。こちら、平成２５年８月に第４次の公共交通網の計画

を策定しておりますが、その策定後にさまざまなところで状況が変化して

おります。例としてこちらに５点挙げております。 

 まず、料金体系が変わっておりまして、市内間のバスの運賃がバスのＩ

Ｃカード乗車券、ニコパカードを御利用することで原則として一律２００

円となる一律運賃制度を導入しております。 

 また、山陽自動車道、三木サービスエリア北側エリア開発…。 

（事務局） 

 いえいえ、それはないでしょう。 

（事務局） 

 すみません。申し訳ないです。間違えました。 

 複合リゾート施設「ネスタリゾート神戸」がオープンしたこと。新たな

道路であります市道加佐草加野線、こちらの道路は三木の清掃センターの

ほうから小野の匠台に通じる道になるんですけれども、こちらの新たな道、
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道路の整備、開通、また、デマンド型交通など超高齢社会に対応した新た

な交通手段のニーズが高まっていること。最後に、本年３月に実施されま

した神戸電鉄のダイヤ改正で、西鈴蘭台から志染間の昼間の時間帯のダイ

ヤが１時間当たり４便から２便になっておるんですけれども、こういった

減便がなされたことなど、このような状況の変化があることから、変化に

合致した計画の策定が必要となっております。 

 次のページを御覧ください。 

 ４点目といたしまして、神戸電鉄粟生線を含めた公共交通全体の見直し

の必要性としております。平成２７年１０月に市内のバス交通の見直しを

行っております。この見直しにつきましては、北播磨総合医療センターへ

の旧直通バスの途中乗降の自由化など、市内のバス交通に重点を置き、先

行的に実施したもので、神戸電鉄粟生線を含めた公共交通全体の見直しに

は至っておりませんでした。粟生線におきましては、先に出てきましたと

おり、本年３月に昼間時間帯の減便が行われたこともありまして、今後の

見直しには減便後の粟生線の利用状況も勘案しながら粟生線との連携を中

心とした公共交通全体の観点から行う必要がございます。これらのことか

ら、新たな公共交通網計画の策定を進める必要があると考えております。 

 次に、計画策定に向けた方向性として３点挙げております。こちらのほ

うはこういった内容を主に検討していきたいという項目をこちらに挙げて

おります。 

 まず１点目としまして、ＩＣ乗車券の利用によりまして、市内間移動の

バスの運賃が２００円となる一律運賃制を導入していることで、これによ

り利用実績のＩＣデータが蓄積されております。このデータは運賃が  

２００円以上となる区間に限られるんですけれども、これらの利用実績と

バス事業者が行われた乗降調査の結果などを活用、分析しまして、利用実

績により即した運行形態への見直しを行いたいというふうに考えておりま

す。  

 ２点目として、先の説明にもありましたとおり、神戸電鉄粟生線の形成

計画が策定されております。これと整合を図るとともに、粟生線を地域交

通の基幹軸として捉え、鉄道とバスとの乗り継ぎの利便性を高めるなど、

鉄道とバスが連携する公共交通網の構築を目指したいと考えております。  

 ３点目としまして、高齢化の進展に伴い、自宅や目的地周辺で乗り降り

できるデマンド型の交通（予約型乗合バス・タクシー）のニーズが高まっ

ていることから、新たな交通手段としてその導入の可能性や導入する場合



－14－ 

における運行形態などについて検討を行ってまいりたいと考えております。  

 こちらの新たな計画の対象期間としましては、平成３０年度から３４年

度までの５年間としておりまして、おおよそ１０年後の本市の将来を見据

えつつ、対象期間としては５年間として計画の策定を進めたいと考えてお

ります。  

 また、４のところですけれども、計画の策定につきましては、本協議会

において、そのための協議を進めていただきたいと思っております。  

 以上で、資料４の説明を終わります。  

 続いて資料５の、三木市の公共交通の現状についても説明させていただ

いてよろしいでしょうか。 

 すみません。少し長くなりますけれども、資料５の三木市の公共交通の

現状について説明させていただきます。資料５を御覧ください。 

 こちらの資料では、現在の公共交通の運行状況などをまとめるとともに、

平成２７年１０月のバスの交通の見直し後の状況についてもまとめており

ます。基礎的な資料になりますので、今後の協議の場においても随時見返

していただけたらと思っております。 

 まず、ページ開いていただきまして２ページのところですが、御覧くだ

さい。三木市における人の動きを示しております。まず市内の移動につい

てですが、こちらは平成２３年に行った実態調査の結果になります。市内

の移動につきましては、平日における市民の交通実態は約６割の方が市内

移動で、特に高齢の方は約８割が市内の中で移動されております。その移

動目的は、市内移動では買い物、通院が多く、市外への移動では通勤、通

学が多くなっております。移動手段としましては、自動車が最も多くなっ

ておりまして、公共交通の中では市内ではバス利用、市外へは神戸電鉄の

利用が最も多くなっておりました。 

 次３ページを御覧ください。こちらのほうでは、市外から市内への移動

について書いております。こちらのほうは、平成２２年の第５回近畿圏の

パーソントリップ調査の結果でございます。市外から市内への移動としま

しては、神戸、小野方面からの移動が多くなっておりまして、２０歳以上

の約８割の方が自動車を利用されております。また、１９歳以下のかたは

小野方面からの移動は多くなっておりまして、半数以上が公共交通を利用

されているという状況になっております。 

 次に、４ページを御覧ください。こちらは、粟生線沿線地域における人

の動きを示しております。こちら、粟生線沿線地域というのは、市内１０
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地域の中で細川、口吉川、吉川の各地域を除いた地域の上に示してますと

おり、パーソントリップの調査の結果をこちらに示しております。目的別

にしておりますが、まず通勤目的移動では左の図のとおり、通勤目的のト

リップ数をこちら左の図が示してるんですけれども、人口の増加に伴い平

成２年から平成１２年で増加しておりましたが、平成２２年には減少して

おります。また、右の図がその分担率を示しているんですけれども、自動

車通勤の割合は平成１２年、２２年と７割程度ありますが横ばいの状況と

なっております。 

 次に、５ページを御覧ください。こちら通学目的移動を示しております。

左の図のとおり、図が多目的のトリップ数、就学人口の減少により大きく

減少してきております。また、右の分担率の青いところが鉄道の分担率に

なりますが、鉄道の利用の割合は減少しているという傾向が出ています。 

 次に、６ページを御覧ください。自由目的移動になります。こちら自由

目的のトリップ数は、平成２年から１２年で大きく増加しておりますが、

平成１２年から２２年は少し減少しております。この平成２年から１２年

には大きく増加しているんですけれども、内容をみるとほぼ全て自動車利

用での増加ということになっております。 

 次に、１枚めくっていただきまして８ページを御覧ください。 

 こちら各地域の現状比較をしておりまして、縦の列に地域、横に各項目

を挙げております。地域名は行政順ではなく市内地域を西から東の順に並

び替えております。項目のほうは面積、人口、高齢化率、世帯数と鉄道、

バスそれぞれ１日当たりの運行本数又は便数を示しております。この表の

中で地域内での公共交通の利用者は高齢のかたや学生のかたが多くなりま

すが、高齢化率は昨年度末現在で市全体の平均で３２．１％となっており

まして、中でも緑が丘、細川、口吉川で高くなっております。 

 次に、９ページを御覧ください。鉄道、神戸電鉄粟生線の状況を示して

おります。こちら右のグラフで、粟生線の実利用者数、下の表に市内駅別

乗降人員の推移を示しております。少子高齢化や団塊世代の退職により利

用者数が伸び悩み、減少傾向が続いております。実利用者数は過去５年間

で約６０万人減少しておりますが、県及び沿線市による支援や活性化事業

の取組効果もありまして減少傾向は鈍化しております。 

 次に、１０ページを御覧ください。こちらのほうに平成２７年１０月の

市内バス交通の見直しの主な内容を示しております。大きな見直しとしま

して、２点挙げております。 
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 まず１つ目が３つのバス、路線バス、コミュニティバスと病院へ行く北

播磨総合医療センターへの直通バスの３つのバスの垣根をなくし、重複路

線の整理統合としております。これら３つのバス全てを路線バスとして運

行し、重複している路線を整理統合しました。北播磨総合医療センターへ

の直通バスを路線バスとしまして各バス停での自由な途中乗降を可能とし、

買い物や通学などにも利用できるように見直しております。 

 ２点目として、一律運賃制を導入したことを挙げております。こちらは、

バスのＩＣカード乗車券でありますニコパカードの利用により市内間移動

のバス運賃を原則として一律２００円とする一律運賃制を導入しておりま

す。こちら、正規運賃、距離制の運賃になりますが、その正規運賃と一律

運賃との差額はバス運賃補助金として三木市がバス事業者に補塡するとい

う形を取っております。 

 次に、１１ページを御覧ください。こちら、平成２７年１０月の市内バ

ス交通の見直し以降のバスの利用状況を示しております。まずバスの利用

者の状況ですが、バスの利用者数のトータルは見直し前後で年間約３千人

程度増加しております。このうち、北播磨総合医療センターへの旧直通バ

スの途中乗降の自由化により、約１万人、乗客が、利用者数が増加してお

ります。しかし、医療センターへの通院利用者数は減便などの影響により

まして約５千人減少しております。 

 次に、２の一律運賃制の導入によるバスの利用者数の増ですが、運賃補

塡の人数は見直し直後の半年間とその後の半年間を比べると、月当たり 

１，４００人の増加となっておりまして、バスＩＣカード乗車券ニコパカ

ードの普及や、高校生の通学利用の増加などが要因と考えております。中

でも、三木吉川間などの遠距離地域間の利用の運賃補塡の人数が全体の約

４割を占めておりまして、多くの高校生のかたに使っていただいておりま

す。 

 次の１２ページから３１ページは各地域の現状を示しております。公共

交通の現状や各地域からいただいております意見や要望などを書いており

ますが、こちら時間の都合上、すみませんが割愛させていただきたいと思

います。後ほど御覧いただければと思います。 

 ３２ページの説明をさせていただきたいと思います。３２ページを御覧

ください。こちらは、地域ふれあいバスの利用状況になります。三木市内

では４地域、口吉川、別所、自由が丘、細川におきまして地域のボランテ

ィアの運転手の皆様に地域ふれあいバスを運行していただいております。
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こちらのほうは地域住民の生活交通を確保し、公共交通の維持活性化を図

るとともに、公民館を中心としたまちづくりに資するため、現在４地域に

おいて地域ふれあいバスを運行しております。利用者数は多くの地域で増

加傾向にございまして、ボランティア運転手の高齢化や新たな運転手の確

保が各地域で課題となっております。 

 次に、３３ページを御覧ください。市内のタクシーの状況について示し

ております。市内を営業拠点とするタクシー事業者は３社ございます。タ

クシーが乗り入れている主な待機場所は、神戸電鉄駅前では緑が丘駅、志

染駅、恵比須駅と三木駅の４駅となっております。その他の待機場所では

各事業者の営業所、三木市役所、北播磨総合医療センター、三木鉄道記念

公園などとなっております。輸送人数は下の表にもあるんですけれども、

過去５年間で約２万人の減少となっております。 

 次のページ３４ページを御覧ください。こちら三木市の公共交通経費の

推移を示しております。過去６年間と今年度の予算について、表とグラフ

で示しております。全体でみますと、神戸電鉄に比べバスへの支援額が大

きくなっておりますが、これはバスが地域に最も身近な生活交通であり、

市内１０地域をくまなく運行してることによります。また、公共交通にか

かる経費の総額は、旧直通バスへの支援を開始した平成２６年度以降は増

加傾向にありまして、現在、約５億円となっております。 

 以上で少し長くなりましたが、資料５の三木市の公共交通の現状につい

ての説明とさせていただきます。 

（○○会長） 

 どうもありがとうございました。 

 以上のような直近の情報を整理していただいて皆さんに情報提供したと

いう形になっておるんですが、何か御質問とか気付いた点、また、こうい

うデータも集めたらいいんじゃないかという要望でも結構かと思います。

何かございましたら御自由にお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

（○○委員） 

 商工会議所から来ました○○でございます。 

 ちょっとまず基本的なところで１点お伺いしたんですけども、今回のこ

の協議会の期限、期間というか、期間は平成３０年から５年間というふう

になってます。それに対して粟生線の交通の形成計画のほうのこの実施が

既に２９年から始まることになってるんですね。この二つの関係っていう

のをまずちょっとお伺いしたいんですけども。というのは、三木市がいろ
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いろ考えてこれから１年間かけてやってまいります。ところが既にこっち

のほうで書かれたことと違ったことが出てきたとしてももうこっちで走り

始めてますなんて言われると、１年間何したのかなっていうことになりま

すので、ちょっとまずそこの関係をどう考えたらいいのかということで１

点お伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

（事務局） 

 失礼いたします。先に策定をしました網形成計画、粟生線沿線地域との

整合性といったところの御質問でございます。こちらにつきましては、ま

ず今の三木市独自の計画自体がまず平成２９年度までまだ生きてるという

こともございます。そこから５年間の新たな計画づくりということになっ

てくるんですけれども、この協議会で御議論いただきますのは三木市全体

の交通網計画というところです。一方、粟生線の沿線地域の計画は１年先

に先行しておりますけれども、いわゆる農村、郡部地域を除いた沿線地域

の計画ということになりますから、そこについてはうちのほうの計画がち

ょっと後追いするような形になりますけども、整合性はきっちりと図らせ

ていただくつもりでおりますので、１年のずれはございますけれども、そ

こについては大きな支障にはならないのではないかと事務局では考えてお

ります。 

（○○委員） 

 ありがとうございました。もう既に１年先行して始まってることがあれ

ば、随時それももう皆さん始まってますっていうふうに言っていただきた

いと思います。そうでないと無駄な議論しても仕方ないと思いますので、

一つよろしくお願いいたします。 

（○○会長） 

 じゃ、その点はよろしくお願いします。 

（○○委員） 

 ちょっとその点について。 

 平成２７年のニコパカードの公共交通バス路線が整備されたんですけど

も、神鉄粟生線のこの計画に併せて、今の平成２７年度から始まった公共

バス交通も時間帯や路線網というのは大きく変わるようなことがあるんで

すか。それともほとんど変わらないと予測されてるんですか。 

（事務局） 

 今後のこちらの計画においてという意味ですね。 

（○○委員） 
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 そうね。３０年度からのね。 

（事務局） 

 そうですね。ですので、こちらにつきましては説明でも申し上げました

けれども、とりわけ昼間の時間帯等におきましては粟生線の減便等の事象

が新たに発生しております。ですので、粟生線全体の利用状況をみる必要

がありますけれども、そことの接続強化ですとか事業者間の間でまた協議

等、市ももちろん入ってやらなければいけませんけれども、そういったと

ころはしっかりとやっていく必要があるというふうに考えております。 

（○○委員） 

 神戸電鉄の特に緑が丘、自由が丘、三木辺りの駅の利用しやすいように

公共バスをつくっていくというのは非常にいいことだと思うんですけども、

今がそうなっているのか、それとも大きく変えていかなきゃいけないのか

というようなことをちょっと知りたかったんですけども、粟生線そのもの

が時間帯が広くなれば、これまたそれについていけば変更せざるを得ない

と、随時そういうことをやっていけるのか、それともいけないのか、その

辺ちょっと課題になると思うんですけどもね。 

（事務局） 

 そうですね。おっしゃいますように、頻繁になかなかダイヤ改正という

のは難しいとは思うんですけれど、やはりまずは地域の基幹軸ということ

で粟生線をしっかりと位置付けております。ですので、例えばですけど、

そこへのバスはアクセスの手段といったような役割もしっかりイメージさ

せていただいて、そのつどつどやはり軽微な改正になるかもしれませんけ

れどもやっていく必要があるのではないかと思います。 

（○○会長） 

 実は粟生線整備計画のほうで数値目標が出ておりますので、そちらの方

向性という議論が進んでいって、おそらく付近の市民のかたがたにとって

もそれは便利なことなので、ここで時間を延ばしますような議論はたぶん

出ないと思うので、その方向性は出ると。実際にそれをどう動かすのかと

いうのは各事業者さんも商売でやっておられますので、そんな簡単にお金

のかかる話ですから動かせない。そうするとまずやるべきなのはその事業

者さんと住民とあと行政が間を取り持って、話し合う場をつくるというこ

とが大切だと思うんです。そういった形の場をしっかりとつくる、今は別

にそんな場もないわけですから、そういうところから入っていくので、そ

んな形があって、まずは最初の計画の内容になったと思います。で、実際
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にダイヤ改正というのはそこまで細かい話をここへ書き込むことより計画

を書くことによって、政策の方向性をこれでいきましょうということを皆

さんで議論したいなと思っている。 

（○○委員） 

 はい、分かりました。 

 ちょっともう一つよろしいですかね。ニコパカードの利用で、公共バス、

これ、１か月平均で約１，４００人の増加というふうになっておりますけ

ども、各地区でこの利用者状況を調べられております？ 

 平均では上がっているかもしれませんが、それは病院利用が圧倒的に多

くてですね、随分減っている地区もあるんだとか、そういうことが分かれ

ばいいんじゃないかなと思うんですけどね。 

（○○会長） 

 分析はこれからであれば、これから。 

（事務局） 

 そうですね、分析はちょっとこれからになるかもしれませんが、把握可

能なベースで言いますと、各ルート、路線ごとではある程度その傾向は把

握できると思いますが、なかなかその各地域、広域で走っている路線が多

いですので、地域ごとまで落とし込みますと、ちょっとそこは難しいので

はないかなというふうに思います。ルートごと、路線ごとであれば、また

次回の協議会等でお出しすることも可能ではないかと思います。 

（○○会長） 

 はい、分かりました。じゃあ、○○委員。 

（○○委員） 

 緑が丘委員の○○でございます。総合的にしっかりまとめていただいて

る。今、○○会長が申し上げたように、例えば、私たち緑が丘地区、市長

が最初におっしゃいました、それぞれの地域の特性をしっかりと見直して

いかなければいけないよというお話のとおりでございましてね、例えば緑

が丘地区、地方創生のおかげで昨年の秋口から目にみえて人口、空き家、

空き地に家が建ち始めたんですね。で、実際に１つ具体例を言いますと、

３００人ほどの自治会のところにもう９軒建っている、子どもさんが１５

名で、そういう状況で、例えば認定こども園の園長、喜んでおられます。

毎月のように３名入ってきた、４名入ってきたという状況がまず１つ。 

 そういった情勢の中で、高齢者率が４０％ということなんですが、実は

ここの地域は大学、高校と全部ありまして、高校生が大変利用しておるん



－21－ 

ですね、緑が丘駅というのをね、粟生線。いつもですね、いっぱいな数が

出入りしている、それから私も高齢者のつもりで乗っていますと、ただ子

ども連れのかたはあまりいないようなんですね。ただ、バス自身は子ども

さん連れは本当、ゼロに等しいぐらい、いわゆる高齢者のかたが主に利用

しているという、大変便利だということでね、利用している現状でござい

ます。それがまず１点。 

 それから、あと、ネスタリゾートさんの話がここで入っていますけれど、

前からですね、グリーンピア三木時代からきちっとした、私たち４０年代、

５０年代は若者が子どもさんを連れて向こうへ遊びに行く、したがってそ

の高齢なかたがたもその便の流れに沿ってですね、お風呂場、今度はでき

たよ、こうだよと言ってですね、じゃあバスで行こうかと言ったら、もう

バスの便がなくなってしまって、大変不便だと。それから、例えば、バス

が１便あるんだけど、コースが全然、住宅の中を通らずに外回りで来るん

だと。こういったところですね、これから神姫バスのかたがたと詰めてお

話していきたいなと思っております。それと便を早く増やしていただくと

いうこと、これ、自由が丘も同じことをおっしゃると思うんですけど、自

由が丘、それから緑が丘、青山地区というのはなるべくそういったかたが

たがネスタへ向かって動いている、また伽耶院に向かって動いているとい

うかたが多いですので、早くその便を改良していただいたら、会長、あり

がとうという声がもう聞こえてきそうな、一つよろしくお願い申し上げま

す。 

（○○委員） 

 すみません、自由が丘のことですけれども、自由が丘、駅前に行く道路

が狭いということで大型バスは一切通りません。ということで三宮行きの

バスもそうですよね。で、三宮からこちらへ帰ってくるのに、緑が丘は緑

が丘駅を経由して、そこの最終の営業所まで行くバスはあります、それは

３０分に１本です。そして、青山行きがありますけれども、自由が丘の住

民は西神に行く場合でもバスなり、またあるいは私でしたら駅は神鉄のほ

うが近いですからね、神鉄で緑が丘まで行きます。で、バスであったら市

内で２００円ですけれども、緑が丘の駅まで行かないと西神行きのバスは

ないんですね。ですから、何で自由が丘だけね、道路が狭いからといって

も、こんだけ余分に、同じ住民でありながら払って西神なり行かなあかん

のかなという声は出ております。それと、自由が丘の中でも特に本町１、

２、３は水道もないときから人が住み始めていますし、業者さんが、いろ
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んな業者さんが開発して、道路、ふれあいバスでも道が通れないというよ

うなところが多いんです。１台止まっていたら通れないと。だから、地域

的に同じ新興住宅地でも全く、青山、緑が丘と同列には並ばないんです。 

 ところが、そういう話になると、いつも道路が狭い、駅前は行けないと。

だから、この地図を見ても、志染の駅に赤く同じようになっているから、

同じように行けるかなと思いますけども、自由が丘の人は本当に苦情が多

いです、私のほうにも。何でその辺までこうするんであればね、してくれ

ないのかなと。同じ税金を払って、同じ住民で三木の。それだけやっぱり

不便さを感じているのは事実なんです。 

 だから、この話になると、もう道路が狭いということでいつも置いてき

ぼりというんですかね。で、こちらへ帰ってくるときでも結局、青山行き

のに乗ると神鉄に乗って自由が丘に帰ってくるか、駅前でバスがあれば乗

って帰りますけれどもね。だから、そういう不便さを感じて、ますます公

共的な乗り物に高齢になると乗れないんですよね、大変だから。だから、

そういう部分ではささいなことかも分かりませんけども、それがこのバス

路線、西神行きとか三宮行きが出てきてから、ずっと皆さん、くすぶり続

けているんです。 

 私、この席に出させてもらいますけれども、最終的にはそういうことで

もう仕方がないしか言えないんですよね、地元の人に。だから、そういう

部分では地域に適したようなやり方もちょっと取り入れていただかないと、

ますます便利が悪い地域になってしまうんではないかなと危惧しておりま

す。以上です。 

（○○会長） 

 ありがとうございました。ほか何かございますでしょうか。たぶん、今

日はたくさんの資料がどっと出てきているので、またこの資料のところで

一応各会の要望も上げさせていただいておりますから、その新しい動きま

で全て網羅できていないところがありますので、むしろ次の会がありまし

たら、ぜひ事務局のほうに何か情報を、御要望でも結構ですので出してい

ただければ、ありがたいかなと。今後の議論の材料になりますので、その

点をよろしくお願いしたいと思います。 

 さきほどの道幅の問題はですね、そう簡単にすぐ道を広げるわけにもい

かないので、路上駐車の問題も含めて地域のかたと話して、ここはこのま

までいいんだと、この場といっても細かな、各地域の話をし始めるとちょ

っと議論がまとまらないので、そういう話し合いをする場をどうつくるの
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かという、市全体として方向性の政策議論のほうへちょっと持っていって、

それで、そのもとでまた市が実際に地域に入っていくというようなシステ

ムを取ることが大切かなと思います。 

 いろんな市さんも同じような形でやっておられるので、市が入っていく

ときの基準みたいなのをやっぱり決めないといけないので、その基準をど

うするのかというような議論をできるだけしていきたいなと思っています

ので、その点もよろしくお願いしたいと思います。 

（○○委員） 

 そうですね、各地区の代表として来ていればね、いろいろローカルな話

し合いはありますけどね、そこで出てくる苦情をしっかり取り上げて。 

（○○会長） 

 もちろんそれは理解しておりますので、だから言ってくださいと。 

（○○委員） 

 それは理解してください。 

（○○会長） 

 理解してお願いしておりますし、だから、この場では解決のしようもな

いので、だからその言っていただいた中からそれをどうこう、政策課題と

して引き出すとか、例えばディスカッションとか言っていただくのはもう

大歓迎です。その中で、この場でほかの地区のかたももっと落ちついて見

たらあるという話がありますので、ぜひ。 

（○○委員） 

 会長、すみません。会長がおっしゃられるとおりいろいろございます。

おっしゃるとおりなんですが、せっかく神姫バスのかたがたもいらっしゃ

っているので、こういった声を持ち帰っていただけると思うんですね。で

すから、こうしている。だから、要は地域ごと、ただ、たまたま今、緑が

丘、青山、自由が丘が発言しているんですけど、地域ごとの特性をしっか

りと市のほうで握っていただいて、それに対する対策をね、具体的に、こ

れ今、取り組める事項はこれが取り組めるなということをやっていってほ

しいな、またやりましょうやということを申し上げているだけです。 

（○○会長） 

 ありがとうございます。何か、意見ありますか。 

（○○委員） 

 神姫バスの○○でございます。公共交通事業者といたしまして、これま

では地域に貢献というような形で、皆様、思われているかと思うんですよ。
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ちょっといろいろ資料を作っている中で、貢献というだけでしたら、事業

者としても潰れてしまうようになっておるんですね。近江商人の三方よし

という考え方で、共存共栄というのが一番いいのかなと思います。我々、

公共交通の事業者としては、地域課題とか社会課題を解決するために我々

もサービスを何とか活用できないのかなということを日々考えておりまし

て、人口減少であったりだとか、環境問題であったりだとか、地域の中心

市街地の活性化だとか、そういったことについても何かサービスで解決で

きないものか考えております。 

 で、先般の３月中旬には道路交通法の改正で、認知症の気が出たときに

はもう免許証を返納しなければならなくなったというところで、じゃあ、

皆さんの移動はどうするのかということで、バスあるいはタクシーさん、

あるいは鉄道のほうに乗っていただくように、我々もそのためにはいろい

ろ移動のための整備を整えてＩＣカードの更に利用促進ということで平成

２８年、去年の４月には全国交通のＩＣの共通化ということで、いわゆる

東京のほうのＳＵＩＣＡも乗れるようになったんです。そういった形で

我々もいろいろ努力しておりますので、ぜひともですね、三方よしという

ような形で要望はお聞きします、ただ要望合戦にならないように共存共栄

で言っていただく形で、お互いよい関係でやっていければなというふうに

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（○○委員） 

 いや、ディスカッションのね、できる場をこれから作っていただければ

ね、ローカルな話もどんどんいたしますので、それで一つよろしくお願い

します。 

（○○会長） 

 たぶん、そこは行司役がいると思うんで、ちょっとやってしまうと共存

共栄の関係づくりということでね。 

 ほか、行政のかた、ちょっと。 

（○○委員） 

 兵庫陸運部の○○でございます。神戸電鉄様の実利用者数であるとか、

市内のタクシー事業者様の輸送人員とかをみていますとですね、相当右肩

下がりできているというような状況があります。まずは人口がどうなって

いるのかですね、例えば、過去数年分のですね、この人口の推移とか資料

があれば大変参考になるかなというふうに思っています。 

 それと、このタクシーの状況をみていて、この輸送人員がどんどん減っ
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てきているという部分を考えれば、あまりその、何というんですか、便利

になってということも非常に大事な話なんですけれども、やはりこういっ

た事業者のですね、存続ということもやっぱりちょっとは考えていかない

と、ちょっとと言ったら怒られるんですけれども、考えていく必要がある

のかなというふうに思います。ちょっと人口がどんな状況なのかといった

あたりのですね、データとしていただけたらなというふうに思います。 

（事務局） 

 失礼いたします。本来でしたら、人口の推移等のおっしゃいましたよう

なデータもお付けすべきところでございました。今現在、三木市におきま

しては８万人を若干切っております、７万９，０００人ということで推移

しております。次回の協議会までにですね、そのあたりのいわゆる議論を

していただくための基礎データとなります資料につきましては、別途御送

付等させていただきまして、ちょっと後からの付け足しになりますけれど

も資料提供させていただきたいと、こういうふうに思っております。よろ

しくお願いいたします。 

（○○会長） 

 そこはぜひお願いします。 

（○○委員） 

 人口減少のね、全ての基本になると思うんですよ。先般のね、ごみ焼却

炉の話にしても、人口減少をベースにやっていますよね。ですから、まち

づくり部とかね、環境部とか一市役所の中で横断的に人口減少のコンセン

サスをきちっと取って理解を一致した上でね、そういうデータを出してい

ただきたいと思うんですけども。そう今なっているでしょうかということ

ですね。それ、ちょっと話し合いを通してですね、どうも話を聞いている

とそれぞれ認識が違うと。 

（○○副会長） 

 すみません、○○です。人口につきましては、さきほど事務局のほうか

ら言いましたようにですね、データで出させていただきます。で、地方創

生、総合戦略の中で、将来人口というのも予想しております。そういった

ものも併せもって、皆さんに御提供させていただきたいと思っています。

それによって新たな議論が発生してくるかなと考えますので、そこのとこ

ろはちょっと本日手元に持っていませんので、次回までには、事務局、そ

したら、それを別便でちょっとお送りするようにお願いしておきます。 

（事務局） 
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 承知いたしました。 

 

６ 協議事項 

 (2) 新たな公共交通網の計画策定に向けたアンケート調査の実施につい

て 

（○○会長） 

 それでは、議題がまだ残っておりますので、またこれについてはここに

載せられていないとお気付きの点があれば別途言っていただくということ

で、次の議題に移ります。 

 そしたら、ちょっとアンケートを取ってですね、市民の皆様がたのいろ

いろな不安材料を知ろうというふうには考えているところで、資料６。 

（事務局） 

 そうしましたら、協議事項の２の新たな公共交通網の計画策定に向けた

アンケート調査の実施について、御説明させていただきます。今回の計画

策定に向けましてアンケート調査のほうを実施したいと考えております。

お手元の資料６、御覧ください。あと、資料６の下に付いております、先

週ぐらいですかね、委員の皆様に事前に送付させていただきました一枚も

のの「三木市の公共交通について御意見をお聞かせください」という、一

枚ものの紙と、（案）ですけれども、Ａ３が折られていまして、１１ペー

ジ、１２ページにわたりますアンケート（案）ですね、こちらを御用意く

ださい。 

 そうしましたら、新たな公共交通網の計画策定に向けたアンケート調査

実施について、御説明させていただきます。本日、資料６のほうに沿って

申し上げさせていただきます。 

 調査目的としましては、公共交通についての市民の意向を把握し、計画

に反映することを目的といたしております。 

 調査項目につきましては、さきほど申し上げましたアンケート用紙

（案）にございますとおり、問１から問６につきましては、一般的な項目

を用意しております。続きまして、問７から問１１につきましては、外出

時のことについてお伺いさせていただいております。続きまして、問１２

からかけて問１４－１ですけれども、こちらにつきましては、神戸電鉄粟

生線を中心としました鉄道のことについて触れさせていただいております。

また、この中ではさきほど、私、御説明させていただきました概要版のほ

うも一緒に同封させていただくこととなっております。続きまして、問１
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５から問２１ですけれども、こちらはバスの利用について設問に従うアン

ケートをしていただきます。特に、バスロケーションシステムというもの

も現在設置されておりますので、こちらについてのアンケートも加えてお

ります。続きまして、問２２から問２５－１です。こちらにつきましては、

北播磨総合医療センター方面行きバスの利用についてのアンケートとなっ

ております。続きまして、問２６から問２６－１です。こちらにつきまし

ては、デマンド型交通についてのアンケートとなっております。デマンド

型交通といいますのは、次の議題でも出てくるんですけれども、このアン

ケート用紙（案）の１０ページの上段を御覧ください。デマンド型交通と

いいますのは、電話予約などによりまして利用者のニーズに応じて柔軟に

運行するバスやタクシーのことをいっております。デマンド型交通の特徴

としまして、メリットとしましては個々の、個人のニーズに応じ運行する

ため、自宅やその周辺、目的地等へ乗り入れができます。予約がない場合

は、利用者がいない場合は運行しないため、無駄なコストを省くことがで

きます。一方、デメリットとしましては、事前予約が必要ですので今に比

べまして手間がかかります。また、相乗りすることもありますので、その

相乗りする人と人の場合によりましては大きな迂回とかによりまして、所

要時間が思ったよりかかる場合もございます。利用がない場合でも車両と

運転手を確保する必要もありますので、運用費用が割高となる場合もござ

います。こういったのがデマンド型交通の特徴でございます。こういった

ことを問２６、問２６－１で記述しております。最後に公共交通にかかる

費用経費につきまして、問２７から問３０のほうで示しております。 

 調査方法としましては、調査対象を三木市在住の１５歳以上（平成２９

年４月１日時点）の市民としまして、対象者３千人を抽出させていただき

ます。 

 調査期間につきましては、予定としまして平成２９年８月１７日の発送

を予定としておりまして、９月８日を締切とさせていただきます。 

 アンケートの調査依頼文につきましては、Ａ４一枚ものの紙ですね、こ

ちらですね、こちらがアンケート調査依頼の案になっております。 

 で、最後このアンケート調査票につきましては、１１ページ、１２ペー

ジほどございます、こちらの（案）の調査票になっております。以上でご

ざいます。 

（○○会長） 

 そのような形でアンケートを配布して、市民の皆様がたのお考え、実際
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にどんな手段、移動を使っておられるかという２３年にも一度調査してお

りますが、それの内容になります。ともに、２７年からバスに関して、接

続のところに対応することを聞く内容、それから議会でも問題に出たデマ

ンド交通の話、それから経費面の話などを伺おうということです。何か、

ございましたら。 

（○○委員） 

 ９ページの問２６ですが、デマンド交通についての質問なんですけれど

も、基本的にはデマンド交通といいますのは、バスというよりタクシー等

でカバーできない地域に導入されるというふうな趣旨があると思いますの

で、ここはバス利用の少ない地域というふうに書かれずに、例えば公共交

通空白地にといった文言に変えるだとかそういった配慮をしていただいた

ほうが、どこでも行けるのかなというふうな誤解を招きかねないと思いま

すので、修正していただいたほうがいいのかなというふうに思います。 

（○○会長） 

 よろしいでしょうか。おそらく妙な誤解を与える、どういうふうに考え

てるっていうのがまた全然違うところに来そうな気がしますんで。 

（事務局） 

 御指摘いただきましてありがとうございます。御指摘のように、最終は

訂正をいたしたいと思っております。 

（○○会長） 

 よろしい？ 

（○○委員） 

 はい。 

（○○委員） 

 アンケート調査の、事前にいただいておったんですが、中身を見せてい

ただいて、２点ほど聞きたかったんですが、１点はどのような方法で調査

されるのかなということですが、今、１５歳以上、３千人というふうにお

聞きしたんですが、それは分かったんですが、３ページの鉄道の利用につ

いてですが、これ、三木市全体の公共交通の計画の策定についての検討会

と思うんですが、例えば、吉川のほうへ出たらもう三田に近いんで、神戸

の三田線ですね、有馬線ですね、あちらの利用もされると思うんですが、

そこら辺の考えはどうされるんですかね。 

（事務局） 

 当然、おっしゃっていただきましたように、三木市民のかた全員を対象
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としたアンケートでございます。例えば、この３ページの問１２というと

ころにつきましては、吉川地域にお住まいのかたのことも配慮いたしまし

て、８番、その他ということで最寄り駅ということで記入していただけま

すように、そこの欄は設けているところでございます。以上でございます。 

（○○会長） 

 たぶん、そこに上がってくるんだと思います。 

（○○委員） 

 粟生線って書かれているので、この書き方、粟生線のその他の路線の駅

の意味になるのかなと。 

（事務局） 

 タイトルのところですね。そしたら、こちらにつきましては、いただい

た御意見も参考といたしまして、また検討させていただきたいと思います。

ありがとうございます。 

（○○委員） 

 さきほどありました１５歳以上３千人という部分なんですけども、その

アンケートで三木市の公共交通の将来を決めることが本当に正しいのかと

いうのがちょっと疑問でございます。というのはですね、数じゃなくて、

１５歳以上というところで、一方その今日の資料を現状みますと、通勤目

的の半分ぐらいの数が通学の目的であるということなんですね。要するに

今、皆さんも大体気付いてられると思いますけど、神戸電鉄に乗ってもほ

とんど学生さんなんですよ。それから、今度もう一つ多いのが、おそらく

もう免許を持っておられないだろうなというようなかたがたですね。で、

そういうかたがたの声を本来聞かないと、この有効な資料にならない可能

性がある。逆に言うと、普段車に乗っているかたがただけの話を聞いて、

この先の議論を進めていいのかということに関して、やや疑問がございま

す。もう少し、実際に使っているかたの意見を聞きたい。 

 それからあと、そういう観点でみますとですね、例えば３ページでです

ね、問１３があります。問１３で、どれぐらいの頻度で利用しますかとい

うことで、５、６、ほとんど利用しない方。ごめんなさい、１から４のか

たがたは次、１３－１に行くわけですけども、次に聞いているのは駅まで

どうやって行きましたかだけで、何が不満ですかとか、何が問題ですかと

いうようなところが全くないんですね。で、一方そのバスのほうは問２１、

６ページのほうでより利用しやすくするための施策を聞いているわけなん

ですね。この辺のところが何かこう、公共交通で神鉄を利用している人に、
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正に今している人がもっと使いやすくするための意見が吸い上げられてい

ないような気がするんで、ちょっとここら辺のところ検討が必要かと思い

ます。 

（事務局） 

 まず第１点目の御意見ですね、調査対象者につきまして、こちらにつき

ましては当初、私どもも主な公共交通の利用者であります高齢者のみを対

象としたほうがよいのではないかといったようなこともかなり議論させて

いただきました。しかしながら、やはりこの計画自体が三木市全体をカバ

ーする計画ということもございます。ですので、実際、対象としましては、

現在マイカー利用が主になっているかたもいらっしゃるでしょうし、ある

いはマイカーを卒業して公共交通に移行される、そういったかたもいらっ

しゃるでしょうし、やはり幅広く市民のかたの御意向を把握するべきでは

ないかということになりまして、主な１５歳以上ということで中高生ぐら

いの年齢層を対象にしたということでございます。 

 それからもう１点目、設問の設け方というんでしょうか、粟生線、現在

の神鉄利用者が考える現状の問題点等を設問に設けてはどうかといった御

意見だったと思います。バスのほうはそういった設問があるにもかかわら

ずというようなことだと御意見としては思います。こちらにつきましては、

今日皆さんから御意見をいただける場でもございますので、できるだけ御

意見を反映させていただいた上で改良を加えてまいりたいと思っておりま

す。 

（○○会長） 

 電車のほうは公共交通、単独の判断で使っておられるのは高校生以上の

方がメインだと思うのでちょうど対象に入っているということで、このア

ンケート票も一つの材料としてお話をしたいと思いますので、この場でい

ろいろな声を持ってきていただいて、当然、三木市以外の方も公共交通を

利用する機会、そういうかたはちょっとアンケートのしようがないので、

委員の皆様がたの情報を出していただく、で議論を進めていきたいと思う

んですね。そのあたりもよろしくお願いしたいと思います。 

 ほか、いかがでしょうか。 

（○○委員） 

 兵庫陸運部です。問の６なんですけども、あなたは普段、自分で自動車

を運転しますか。これは世帯によってくるんだと思うんですけども、その

世帯主の人のかたが自分で運転するのか、自分で運転しないのかというこ
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とを書いている。その１個前では、問５のところでは何台ありますかとい

う話があるんですけども、この質問自体が何を聞こうとしているのか、も

う一つよく分からないような気がするんですね。 

 それと、その３のところで運転免許証を返納した、いくつのとき。これ、

運転免許証の返納の話を振るんであれば、返納する、例えば将来ですね、

何歳ぐらいで返納しますかとかですね、そちらのほうがいいんじゃないか

と。もう既に返納したということであれば、この２の自分で運転しないの

ところに該当するという話になるので。もし議長、ちょっとその辺が、１、

２、３の質問の仕方が、何かばらばらだなというふうな印象があるんです。

免許証返納の話をしたいのか、世帯主は普段運転するかしないのか、する

という話をしないのか、聞きたいのか、この問６の質問自体がうまく、ち

ょっと全然違和感があるような気がしています。 

（○○会長） 

 データとしてどれだけの人が返納したかを取りたかったって、単純にそ

れだけではないかと思うんですが。 

（○○委員） 

 警察で分かるんですか。将来的にというのはいつで返納するかっていう

のは。したではなくて、これからするつもりがあるのかどうか、そちらの

ほうが何か意味があるような気がします。 

（事務局） 

 今いただきました、ちょっと御意見も踏まえまして、これから将来返納

を考えておられるかどうかといったような内容の設問もちょっと取り入れ

ていきたいと思っております。御意見いただきましてありがとうございま

す。 

（○○委員） 

 さきほどの案のアンケートの対象の話に関わるんですが、このアンケー

トの配布方法をどうされるのかというのをちょっと考えられたほうがいい

のかなというふうに思っております。というのは、地域を通じて配るとど

うしても世帯主のかたの意見という形になるでしょうし、何らかの形で名

簿から無作為に抽出してそのかたに応えてくださいというのか、その辺の

ところをちょっと考えたほうがデータとしては無作為に抽出して、そのか

たに回答というほうが有効なデータをいただけるのかなと思います。その

辺は経費の問題とかいろいろあるかと思うんで、その辺を検討されたほう

がいいのかなというふうに感じました。 
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（事務局） 

 ありがとうございます。送付方法につきましては、無作為抽出の方法で

その送られたかた本人が記載をいただくということでさせていただきたい

と考えておりますが、今、案内文等を改めて見ましても、そのあたりがち

ょっと明確ではない部分もございますので、そのあたりはちょっとしっか

りと記載をした上でやらせていただきたいと考えています。ありがとうご

ざいます。 

（○○会長） 

 ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。お盆明けから発送なん

で、あまり時間的余裕はないんですけど、読みやすさ、見やすさの点で何

かお気付きの点がありましたら、また事務局のほうへお知らせください。

最終的にはこれページ割りの問題もあるようですので、皆様の御要望を対

応されますと、全部の御要望を取り入れるのはちょっと難しいところがあ

るかもしれませんけど、今日出していただいて、追加の項目、もっと工夫

して入れるということで検討するというお話でしたので、その点で御了解

賜れば幸いかと思います。 

 

６ 協議事項 

 (3) 「（仮称）三木市デマンド型交通検討部会」の設置について 

（○○会長） 

 ではですね、次の議題へ移りたいと思います。協議事項の３ということ

で、「（仮称）三木市デマンド型交通検討部会」、その設置の目的につい

て。事務局から、何か。 

（事務局） 

 それでは、議題の３、「（仮称）三木市デマンド型交通検討部会」の設

置について、御説明させていただきます。こちらにつきましては、資料７

を御覧ください。 

 まず部会の設置の必要性でございます。市内の高齢化が進行する中、と

りわけ公共交通の利便性が低い地域におきましては、個々の需要に応じ、

自宅や目的地周辺での乗り降りができるデマンド型交通のニーズが高まっ

てきております。このことから現在の公共交通の利用状況を踏まえ、本協

議会の下部組織としまして、デマンド型交通の導入の可能性や導入する場

合における運行形態などについて検討する部会を設置したいと考えており

ます。 
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 協議事項としましては、１つ目、必要と認められる地域におきまして、

デマンド型交通の導入が最適であるかを検討すること、２つ目としまして、

デマンド型交通の導入が最適であると認められる場合におきまして、その

経路や便数等の運行形態の素案の策定に関することを協議事項としたいと

考えております。 

 構成委員としましては、学識経験者、（２）デマンド型交通の検討に関

係する公共交通事業者、（３）国土交通省、（４）兵庫県、（５）三木市

と考えております。 

 ４、公開・非公開などの別につきましては、部会につきましては非公開

と考えております。 

 最後、規約でございますが、資料７の２ページ目から後が規約になって

おります。こちら、規約（案）でございますけれども、部会の規約をこの

ように考えております。この中、最後、委員としましては、さきほど申し

上げましたが、国立大学法人○○学長顧問様、神戸電鉄○○部長様、神姫

バス株式会社○○課長様、地域ゾーンバス株式会社○○代表取締役様、一

般社団法人兵庫県タクシー協会東播支部支部長の○○様、国土交通省兵庫

陸運部の○○企画専門官様、兵庫県県土整備部県土企画局の○○副課長様、

最後に、三木市まちづくり部長の○○を考えております。以上でございま

す。 

（○○会長） 

 部会としてデマンド型交通検討部会を設けるということで、今、御紹介

のあった構成員で、素案、またこの場で議論をしたいと思います。何か、

ございますでしょうか。 

（○○委員） 

 兵庫陸運部です。デマンド型導入という部分になってくると地域公共交

通会議が必ず必要になってございますんで、その辺の地域公共交通会議と

の連携というのもしっかりと取っていただきたいというふうに思っており

ます。 

（事務局） 

 承知いたしました。ありがとうございます。 

（○○委員） 

 協議事項でね、必要と認められる地域というのはどのような予測をされ

ていますかね。例えば、非常に山間部の中心ですよというのか、あるいは

都市部でもそういうことが可能であると。青山、緑が丘なんかは比較的、
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その交通網なんかまだ山間部から比べると恵まれているというふうに言わ

れていますけども、まちの端と端のあたりでは、こういったデマンド型の

ものがあったら非常に便利がいい、必要であるという意見がもう既に出て

いてですね。こういったことも十分考えて、非常に利用しやすい、便利な

ものを我々も想像していたらいいのか、ちょっとその辺、どんなイメージ

なのかちょっとアウトラインだけでもお聞かせ願えればと思います。 

（事務局） 

 はい、協議エリア、対象につきましては、主にですけれども、公共交通

の空白地域ということがメインになってこようかとは思いますけれども、

けれども、対象としましてはね、最初から絞るのではなくて市内全域をと

いうことで、我々、市議会等のほうでも答弁をしております。ですので、

まずは導入の可能性等につきましてはね、全市域を対象に考えてまいりた

いと思っております。ただ、しかしながら市街地等につきましては、路線

バスとの競合とかそういった問題もやっぱり出てこようかと思いますので、

そちらにつきましては慎重にしっかりと議論させていただきたいというふ

うに思っております。 

（○○委員） 

 ぜひね、便利なものにしていきたいと思います。これ、デマンド型とい

うの、これからね、非常に必要になってくると思っています。 

（○○会長） 

 ありがとうございます。座長が質問するのもあれなんですけど、実際に

このダイヤと運行形態の議論すると、その地区の人と話し合わないとです

ね、全然前に行かないので、この素案というのはこの話し合いを始める前

のたたき台というか、話し合いを始める地区を選ぶときの選定基準を決め

るような、そんなイメージ？ 

（事務局） 

 そうですね、まずは選定基準も当然必要となってまいると思いますし、

その選定した地域も当然入ってきます。ですので、行く行くは５年間のス

パンの中でいっぺんには難しいとは思いますので、その選定の基準、ある

いは地域等を地域住民のかたと話し合いをさせていただいた上で決めさせ

ていただきたいというふうに考えております。 

（○○会長） 

 それだったら話し合いに入る前の諸整備を行うというのがこの素案のイ

メージということですね。 
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（事務局） 

 そうですね、やはり最終的には地域のかたとお話をしていかなあきませ

んので、その入る前の整理ということで考えております。 

（○○委員） 

 基準の中にね、高齢化率なんか入っていますか。 

（○○会長） 

 まだ決まっていない、これから決める段階。 

（○○委員） 

 分かりました。ぜひそういうものも入れてほしいと思いますんで。 

（○○会長） 

 いろんな基準が考えられますよね。予算がいくらでもあればどこでもで

きるんですが、なかなかそうはいかないので。やっぱり、どう優先順位を

判断するかというのは難しい話になるので。 

 ほか、ございませんか。特にないようですので、これで部会の設置その

ものはお認めいただけたということで、今の御意見を参考にしながら、部

会の運営をしていきたいと思います。その結果も、この会議に当然報告さ

せていただくことになるかと思います。 

 

６ 協議事項 

 (4) 計画策定に向けた今後のスケジュールについて 

（○○会長） 

 では、次の協議事項４です。今後のスケジュール。 

（事務局） 

 最後の協議事項になります。４番の計画策定に向けた今後のスケジュー

ルについて説明をさせていただきます。こちらにつきましては、Ａ３横長、

資料の８の表を御覧ください。 

 こちら区分としましては、この本協議会であります「三木市地域公共交

通検討協議会」のスケジュール、２つ目にさきほども申し上げました

「（仮称）三木市デマンド型交通検討部会」のスケジュール、最後にポツ

が３つございますが、広報、住民説明会の開催、地域公共交通会議の開催

等のスケジュールを掲げております。 

 まず初めに、この協議会ですけど、三木市地域公共交通検討協議会につ

きましては、本日第１回目が行われております。第２回目としましては、

さきほど申し上げましたアンケート調査の集計、分析を経まして、目途と
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しましては１０月下旬頃に第２回目の開催を予定しております。第３回目

を１２月上旬から中旬の予定、第４回目を来年の３月中旬の予定としてお

ります。あと５回目を来年度、平成３０年度になりますけれども、６月中

旬から下旬。最後に第６回目を平成３０年度の、平成３１年の２月の予定

としております。 

 続きまして、さきほどのデマンド型交通の検討部会につきましては８月

下旬頃に第１回目の開催を予定しております。これに先立ちまして、先進

自治体の視察を行っておりますので、この視察報告等もこの検討部会につ

きましてはさせていただきたいと思います。視察先につきましては、兵庫

県丹波市、兵庫県たつの市、兵庫県宍粟市に行っております。また県外と

しましては、岡山県総社市のほうに行っております。第２回目としまして

は、部会第２回目は１１月の中旬頃を予定しております。３回目は必要に

応じ開催になりますが、予定としましては来年の３月頃としております。 

 最後に広報につきましては、広報（別冊）等におきまして、来年の４月、

さらに来年の９月、１０月頃に広報（特集）を予定しております。住民説

明会の開催につきましては、計画案の策定ができた後ですね、来年の４月

から６月頃にかけて約２か月を通じ、行いたいと思っております。地域公

共交通会議につきましては、見直しの２か月前に会議を開催ということで

すので、１０月の見直し、１０月に計画期間の開始としまして、そこから

遡ることになりますので６月末頃を予定としております。以上でございま

す。 

（○○会長） 

 現時点で、このようなスケジュールで考えておるということですね。何

かあと、もしございましたら。 

 ございませんでしょうか。では、用意していた議題はここまでで、その

他、何か。 

（○○委員） 

 アンケート調査の委員からの意見というのはいつまでの期限で申し出さ

せていただいたらよろしいでしょうか。 

（事務局） 

 失礼いたします。そうしましたら、来週いっぱい程度。またじっくりと

見ていただきまして、何かありましたら事務局のほうへ御連絡いただきた

いと思います。 

 それと、これ、ちょっと事務局からのお願いになるんですけれども、こ
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のアンケートにつきましては、今後の作業日程等もございます関係で、予

定どおりの日時で進めたいと考えております。つきましては、いただきま

した内容をできるだけ反映する形をもちまして、あと事務局、そして○○

会長のもとで御一任をちょっとさせていただきますと大変ありがたいとい

うふうに考えておりますが、いかがでしょうか。 

（○○会長） 

 よろしいでしょうか。できるだけ、ページ制約をみながらですね、皆さ

んからいただいた御意見を反映した形で作りたいと思いますので、ここで

お認めいただければ来週いっぱいという話で、できるだけ早目に届けてい

ただいたほうが反映しやすいと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 ほか、よろしいですか。 

（○○委員） 

 今日、今後のこの公共交通網ということに関しての定義を念のためにお

伺いしたいんですけども。バスと電車をどうするかという議論になってい

るんですけれども、その大前提としてですね、こちらの粟生線区間の交通

網形成のところを見ますとですね、まず出て行きやすさとか、そういうも

のを整備しましょうとか、あるいは駅前を美装化しようだとか、そういう

ことをしましょうというふうに書かれていて、それって何かなって考える

と、結構な数字を占めている徒歩だとか自転車だとかそういうものの使い

やすさの整備も含まれているのかなというふうに思うんですけども、この

場っていうのは例えば歩きやすさとか自転車の走りやすさというのはちょ

っと置いておきましょうということでいいんでしょうか。それとも、いや、

それがやっぱり最終的につながるから、そこをやっていきましょうという

ふうに考えておられるのか、ちょっとその会長のお考えをお伺いしたいと

思います。 

（○○会長） 

 三木市との関係上、それは入れないとまずいですよね。 

（○○副会長） 

 御意見はいただいたらいいと思います。確かに駅広整備ができていない

駅というのはですね、全ての駅に対する駅前整備というのができているわ

けではないということも事実です。幸い、今回ですね、市のほうも道路河

川のほうも来ています、で、私も、例えばその道路整備等の所管をしてお

りますので、御意見をいただいてですね、例えば道路があって駅に行きま
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す、側溝があります。じゃあ、側溝にちょっと溝ぶたでもしたら歩きやす

くなるのにねというようなことからですね、駅前周辺の改善ということに

ついてはですね、取り組んでいきたいと思っていますので、どんどん御意

見のほうはいただいたらいいと思います。 

（○○委員） 

 ごめんなさい、ちょっとあまり個別の意見をいう場でないというのは会

長の○○会長が言われていましたので、どちらかというとそういうことも

含めて公共交通とみなしてここで議論するのか、それともそれはやはりバ

ス、電車を中心に議論するべきなのか、そこだと思うんです。今みたいな

溝ぶたを付けるとかいうふうな話をここで議論しても仕方がないと思いま

すんで、ちょっと方向性を会長のほうでもう一度お願いします。 

（○○会長） 

 まず公共交通の中に徒歩が入るかといったら定義上入らない。ただ、公

共交通を便利にすることが三木市の市民の皆さんがた、昼間の市民のかた

がたも含めて大切なことだろうということで計画をつくろうという話をし

ていて、そのときにですね、公共交通というのはタクシーさんを除けば、

バス停まで行かないと使えない手段ですから、そこへの行き方の話は全部

範囲外ですというわけにはいかないです。 

 で、さきほどの道路の幅の話、道路をどうするんだと。道路の区画はど

うとかの話、道を広げないとするとですね、自家用車とバスとの流れをど

ういう形でお互い少しずつ遠慮してですね、市民の皆さんにいい体系にす

るにはどうしたらいいかという議論も対象になるという意味では、どんど

ん広がっていく話なんで、そこは行司役として、そこから先に行っちゃう

と、何か道路計画の話になりますので、ちょっとこの話違いますよとは言

いますけど、まずはその公共交通に絡んで、公共交通という市民の皆さん

の日常に絡んでですね、よくなる話とか、よくするためにはこういう議論

が必要じゃないかということは全て言っていただいて基本はいいかと思い

ます。 

 なぜかというと、粟生線沿線の公共交通網形成計画といって、これ、公

共交通のネットワークを考える計画という法律の名称なんですけど、これ

はもともとその前の連携計画もそうなんですけど、今まで問題があるとそ

れに対して計画を立てるという話になったので、地域全体を見渡さずに議

論がつい起きがちだったので、もっと連携を考えて、ネットワークで考え

てくださいというふうにしたわけで。そのときに徒歩を外していいとか、
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自転車を外していいなんていう話はないんだけど、ただ計画の中心、焦点

を公共交通において、道路のことまでは全ては書けないからという形で法

律の体系ができていて、その法律自体がまちづくりとかですね、地域づく

りの将来構想とセットでちゃんと考えるようにという通達も出ております

ので、ちょっとそういった形で。 

 で、市さんによってはですね、公共交通計画という名称だから、単に交

通計画にしてしまっている市さんもあるし、総合交通計画を立てて、その

背に交通計画という位置付けをされているところもある。で、これ、だん

だん大きな話になっていくと都市計画とか総合計画とか、そういう名称と

いうのは境目がないので、それを何ブロックかに分けるという話になる。

それは各市の御判断、計画をなんぼ立てるかという話になるので、それで

私が最初答えるより三木市の考えに振ったのはそういうことで各市さんの

御判断になった。ただ、この場で議論するのはやっぱり、狭い意味で議論

を閉じ込めるつもりでこのタイトルではないというふうに御理解いただけ

ればいいなと思います。 

（○○委員） 

 はい、ありがとうございます。 

（○○会長） 

 よろしいでしょうか。 

（○○委員） 

 何度もすみません、アンケートについて、これはちょっと大事かなと気

が付いたことがありましたので、ちょっと今から申し上げますが、問３と

問８でございます。いわゆる出発地点と目的地なんですが、まずあるいは

タクシーもそうなんですけれども、ダイヤ分けするに当たりましては、例

えば三木地域という出発地点はかなり広いエリアというふうに思っており

ます。目的地についても神戸市となれば西神中央や、さきほど委員の自由

が丘のかたからおっしゃっていただいたように西神中央であったり、ある

いは三宮のほうかもしれませんし、淡河のほうかもしれませんし、少しエ

リアが広く、絞り切れていないような。せっかくアンケートを取ったのに、

なかなかその先、我々の推測で、じゃあどういう流れがあるのかなという

ふうに、その先が推測になってしまうので、せっかくアンケートを取るん

でしたら例えば問３の部分でしたら、何丁目ぐらいまで。さきほど、自由

が丘のかたで１から３丁目までが問題がありますというふうにおっしゃっ

ていただいていましたので、何丁目のかたでどういう問題があるかという
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ことを少し深堀りしたほうがよりよい結果が得られるのかなというふうに

感じたのと、問８では、神戸市でしたら西神中央に行くわといったらたぶ

ん１１番に丸入れていると思うんです。事業者からすると、それは粟生線

がんばらないといかんとかそういったことで、西神中央のほうの思いは全

く受けとめることができないと思うので、出発地と目的地を少し詳しく引

き出せるようなアンケートにしていただいたほうがいいのかなというふう

に感じました。 

（○○会長） 

 ありがとうございます。少し１行足すぐらいで何とかなりそうで、神戸

市は最低限２区分ですね、そしてもう少し何とか考えるようにさせていた

だきます。 

 

７ その他 

（○○会長） 

 よろしいでしょうか。その他というところで、何かございますか。 

（事務局） 

 すみません、最後に４枚のチラシを入れております。「広報みき平成２

９年７月号」と書いたものから４枚です。こちらのほうは、鉄道とバスの

利用促進に関わる取組について紹介させていただきたく、入れさせていた

だいております。１枚目が「広報みきの２９年７月号」というもので、２

枚目が「神戸電鉄運賃の全額を助成します」というもの、３枚目が「感謝

祭２０１７」というカラー刷りのものと４枚目が上に「バス、いまどこ？

もう来る！」という４枚になります。お手元にございますでしょうか。 

 まず１枚目の広報みきの分なんですけれども、こちら地域公共交通に関

する出前講座の記事になっております。こちらのほうは神戸電鉄粟生線地

域公共交通網の形成計画の内容を紹介する出前講座を開催しております。

ぜひ、自治会などでちょっとこういうような話、来てやってみてというも

のがもしございましたら御連絡いただければ行かせていただきまして御説

明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 次、２枚目の「神戸電鉄運賃全額を助成します」という分なんですけれ

ども、こちらのほうは当初は学校の行事に限っておった制度なんですけれ

ども、今は市内の自治会や子ども会、老人クラブ、女性団体などのかたで、

神戸電鉄を使って遠足や社会見学、視察研修などの行事に神戸電鉄を使っ

ていただいた場合にその運賃の全額を助成するという制度を設けておりま
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す。こちら、事前に申請していただいて、全ての皆様が同一の行程で電車

に乗っていただく必要があるんですけれども、粟生線、神戸電鉄の運賃を

助成するようにしておりますので、こちらもまた活用いただければと思い

ます。 

 ３枚目が「感謝祭２０１７」というものですけれども、こちらは神戸電

鉄粟生線活性化協議会の利用促進の活動補助金を活用してこのイベントが

三木市の食づくりの会の主催で行われます。粟生線に乗ってこの感謝祭、

三木市役所前であるんですけれども、来ていただくと特典が付くというイ

ベントになっております。 

 次、４枚目、「バス、いまどこ？もう来る！」という分なんですけれど

も、こちら、アンケートの中でもありましたバスのロケーションシステム

というものがあるんですけれども、そのロケーションシステムというのは

国や県と三木市を含む沿線市の補助金で整備しておりまして、パソコンや

スマートフォンからですね、例えば上の丸駅から吉川の渡瀬に行くのに、

今この後、何時のバスがあるやろうということもすぐ即座にスマートフォ

ンなどで調べられたり、またその待っているバスが時間どおりに来るのか、

３分遅れに来るのかといった情報もこれを見ていただくと分かるような便

利なシステムになっております。また、機会があれば使っていただければ

と思います。以上で終わります。 

（○○会長） 

 ありがとうございます。以上、本日の議題は終わりました。時間をオー

バーしてしまいましたが、これをもって終了とします。 

（事務局） 

 ○○会長に当たりましては、議事進行、誠にありがとうございました。 

 それでは、協議会の閉会に当たりまして、本協議会の副会長であります

○○部長から御挨拶を申し上げます。 

（○○副会長） 

 本日は、委員の皆さんにおかれましては慎重な御審議、あるいは自治会

の会長様がた等につきましてはですね、地域の問題を絡めて公共交通につ

いて御意見等いただきまして、それにつきましてはですね、いろいろしっ

かり持ち帰りまして議論をしたいと考えております。 

 それと本日ですね、デマンド交通の検討議会ということで部会のほうに

御承認をいただいております。今後ですね、その部会の中で検討した内容

につきましては、本協議会のところでしっかりと御紹介させていただくと
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いうことになろうかと思います。 

 本日は第１回目ということでですね、説明が非常に多くてお疲れになっ

たかと思いますが、次回からはですね、しっかりとした御意見をいただく

ような場にしていきたいと考えておりますので、今後ともよろしくお願い

したいと思います。 

 本日はどうもお忙しい中、どうもありがとうございました。今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

（事務局） 

 それでは、これを持ちまして「第１回三木市地域公共交通検討協議会」

を閉会いたします。次回につきましては１０月頃を予定いたしております。

また引き続き、本協議会の運営にまた御協力をいただきますようお願いい

たします。 

 委員の皆様におかれましてはお気を付けてお帰りいただきたいと思いま

す。本日は、誠にありがとうございました。 

 

 


